
 

 

 

鳥取県産業人材育成強化会議の構成と開催経緯 

 

  

Ⅰ 鳥取県産業人材育成強化会議の構成 

 

１ 参加団体、機関 

経済団体 

鳥取商工会議所、倉吉商工会議所、米子商工会議所、境港商工会議所、鳥取県商工会連合会、

鳥取県中小企業団体中央会、一般社団法人鳥取県経営者協会 

労働団体 

  日本労働組合総連合会鳥取県連合会 

関係団体 

公益社団法人鳥取県観光連盟、社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会、一般社団法人鳥取県情

報産業協会、鳥取県農業協同組合中央会、一般社団法人鳥取県建設業協会 

教育機関等 

国立大学法人鳥取大学、公立大学法人公立鳥取環境大学、学校法人藤田学院鳥取看護大学・

鳥取短期大学、独立行政法人国立高等専門学校機構米子工業高等専門学校、一般社団法人鳥

取県私立学校協会、鳥取県職業能力開発協会 

 産業支援機関 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター、公益財団法人鳥取県産業振興機構 

 行政機関等 

鳥取労働局、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構鳥取支部 

   オブザーバー 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校基盤整備センター 

開発部 高度訓練開発室 

 

２ ワーキンググループ会議 

特に具体的な検討を要する分野・課題について別途調査・検討 

【検討する分野など】 

①観光 ②ＩＣＴ ③ものづくり ④介護 ⑤保育 ⑥農林水産業 ⑦建設業 

⑧専門職大学 

  

鳥取県産業人材育成強化方針 附属資料３ 



Ⅱ 鳥取県産業人材育成強化会議の開催経緯 

 

１ 第１回鳥取県産業人材育成強化会議 

（１）日にち 平成３０年６月１日（金） 

（２）場所  鳥取県立図書館 

（３）出席者 経済団体、労働団体、関係団体、教育機関等、産業支援機関、行政関係等、 

知事、県関係部局長ほか 

（４）議題  産業人材育成に係る背景と現状について 

主な課題、重点検討分野と今後の進め方の案について 

意見交換 

（５）主な意見 

・中小企業では、早期離職等により人材育成のノウハウがなくなり、教育できる人材が不足。 

・労働力人口が減少する中で、産業構造の転換（大量生産から開発系へのシフト）が必要。 

・専門職大学は、既存の教育機関への影響がありうる。 

・AIを用いた品質向上等、利益に繋がっていくことの理解が必要。 

・全国的な傾向だが、小規模な企業ほど研修ができていない。 

・企業単独での人材育成が難しくなっているので、県・団体で協力して取り組むことが必要。 

・医療福祉は特に離職率が高い。深堀りして議論していただきたい。 

・ワーキンググループでは、介護と保育はそれぞれ分けて議論することが必要。 

・将来の労働力人口の減少は深刻。鳥取県経済成長創造戦略を意識した目標が必要。 

 

２ 第２回鳥取県産業人材育成強化会議 

（１）日にち 平成３０年９月７日（金） 

（２）場所  ホテルモナーク鳥取 

（３）出席者 経済団体、労働団体、関係団体、教育機関等、産業支援機関、行政関係等、 

県関係部局長ほか 

（４）議題  報告・情報提供（事業所アンケート調査結果等） 

各ワーキンググループ会議等での検討状況 

鳥取県産業人材育成強化方針の素案（主な項目）の説明 

鳥取県産業人材育成強化方針の素案（主な項目）に係る意見交換 

（５）主な意見 

・小規模な企業の従業員の離職防止等のため、ＯＦＦ－ＪＴ(外部研修機会)の充実が必要。 

・外国からの個人旅行者の増加に対応するため、留学生等外国人の育成・定着も検討しては

どうか。 

・介護分野では外国人人材の育成についても議論が必要。 

・介護職員が自分のキャリアの将来展望を持てるよう経営トップへの研修も必要。 

・子供のころからの職業教育も必要。 

・既存の教育機関（例えば保育では鳥取短期大学）の応援や活用も検討すべき。 

・専門職大学の検討については、県内高等教育機関等の意見を聞いて、分野をよく考えて欲

しい。 

・人材育成の課題を感じながら手が回らない中小企業の経営者の声をよく聞いてほしい。 

 



３ 第３回鳥取県産業人材育成強化会議 

（１）日にち 平成３０年１１月２０日（火） 

（２）場所  白兎会館 

（３）出席者 経済団体、労働団体（欠席）、関係団体、教育機関等、産業支援機関、行政関係等、 

県関係部局長ほか 

（４）議題  鳥取県産業人材育成強化方針（案）について説明 

        鳥取県産業人材育成強化方針（案）に係る意見交換 

（５）主な意見 

    ・大学の教育資源について、産業人材育成プラットフォームを使っての活用検討を期待す 

る。 

    ・各種研修を企業にわかりやすく示すために産業人材育成プラットフォームにコーディネ

ータの配置に期待する。 

    ・在職者を対象とした科目履修制度（特定の単位を履修しそれを証明する仕組み）があるの

で、これを産業人材育成に活用してほしい。 

・女性・高齢者の活用促進について基本方針に記載してほしい。 

・具体的なロードマップ・進め方は分野ごとに異なるので、それぞれのワーキングで別途検

討をすべきである。 

・私立大学は定員割れし、大学統廃合の方向にある中で新しい大学を考えるのはどうか。 

 

 

 

  



Ⅲ ワーキンググループ会議の開催経緯 

 

１ 観光分野 

 

◆観光サブワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年８月３０日（木） 

（２）場所  米子商工会議所 

（３）出席者 観光関係団体、経済団体、米子市、県関係課 

（４）議題  育成すべき必要な人材（例：インバウンド、中核的人材等）について 等 

 

◆観光ワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年１１月５日（月） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 観光関係団体、県関係課 

（４）議題  観光専門の訓練科設置検討について 

在職者訓練の充実等について 

専門職大学等について 

 

 

２ ＩＣＴ分野 

 

◆第１回ＩＣＴワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年９月３日（月） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 県内ＩＴ系企業、高等教育機関、県関係課 

（４）議題  高等教育機関を活用したＩＣＴ人材交流・育成について 

       拠点で実施すべき育成プログラム、企業への育成支援について 

 

◆第２回ＩＣＴワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年１１月１２日（月） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 県内ＩＴ系企業、県関係課 

（４）議題  小中高生のＩＣＴ教育について 

       ＩＣＴ人材養成課程について 

       専門職大学等について 

 

 

３ ものづくり分野 

 

◆第１回ものづくりワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年８月２７日（月） 

（２）場所  鳥取県庁 



（３）出席者 高等教育機関、産業支援機関、訓練機関、県関係課、県教育委員会関係課 

（４）議題  ものづくり人材育成に関する県内ニーズについて 等 

 

◆第２回ものづくりワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年１１月８日（木） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 県内ものづくり企業、高等教育機関、産業支援機関、訓練機関、県関係課、県教育

委員会関係課 

（４）議題  ものづくり産業での企画開発推進のための技術人材育成の充実について 

高等教育機関の活用について 

在職者訓練の充実について 

専門職大学について 

 

 

４ 介護分野 

 

◆第１回介護ワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年８月２２日（水） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 介護福祉関係団体、国関係機関、県関係課、県教育委員会関係課 

（４）議題  教育委員会における介護人材確保に関する取組及び今後の方策について 

エルダー・メンター制度実施の成果を踏まえた普及促進策について 

職業訓練等を活用した離職者・潜在有資格者の育成確保策について 

 

 

◆第２回介護ワーキンググループ会議（※１） 

（１）日にち 平成３０年１０月２５日（木） 

（２）場所  ホテルセントパレス倉吉 

（３）出席者 介護福祉関係団体、介護福祉士養成施設、国関係機関、県関係課、県教育委員会関

係課 

（４）議題  外国人介護人材の活用及び受入体制整備に係る課題と今後の対応 

教育委員会と連携した介護人材確保に関する取組及び今後の方策 等 

 

 

５ 保育分野 

 

◆第１回保育ワーキンググループ会議（※２） 

（１）日にち 平成３０年８月７日（火） 

（２）場所  倉吉市上井中央公民館 

（３）出席者 児童福祉関係団体、高等教育機関、国関係機関、県関係課、県教育委員会関係課 

（４）議題  保育人材の養成について 

       保育人材の採用について 



◆第２回保育ワーキンググループ会議（※３） 

（１）日にち 平成３０年１０月１０日（水） 

（２）場所  倉吉市上井中央公民館 

（３）出席者 児童福祉関係団体、高等教育機関、国関係機関、県関係課、県教育委員会関係課 

（４）議題  保育人材の養成と採用について 

 

 

６ 農林水産業分野 

 

（１）農林水産業については、業種ごとに既存会議や個別の意見聴取の方法を用いて次のとおり実施 

【農業】：農業大学校外部評価委員会等関係者との意見交換（H.30.7.26、8.15～23） 

【林業】：にちなん中国山地林業アカデミー（H30.8.22） 

【水産】：鳥取県水産業経営支援協議会（H30.7.6） 

（２）出席者  農林水産業関係機関、高等教育機関、県関係課、県教育委員会関係課等 

 

 

７ 建設分野 

 

◆第１回建設業ワーキンググループ会議（※４） 

（１）日にち 平成３０年９月５日（水） 

（２）場所  鳥取県庁 

（３）出席者 建設関係団体、高等教育機関、市町村、県関係課、県教育委員会関係課 

（４）議題  これまでの協議会での取組による成果と課題 

       人材育成について 

 

◆第２回建設業ワーキンググループ会議 

（１）日にち 平成３０年１１月６日（火） 

（２）場所  鳥取県職業能力開発協会事務局 

（３）出席者 職業能力開発関係団体、技能士関係団体、県関係課 

（４）議題  新人技能者向けの在職者研修について 等 

 

 

８ 専門職大学 

 

◆第１～４回専門職大学ワーキンググループ会議 

（１）日にち・場所 

  第１回会議 平成３０年８月７日（火）  鳥取県庁 

   第２回会議 平成３０年９月３日（月）  鳥取県庁 

   第３回会議 平成３０年９月２０日（木） 鳥取県庁 

   第４回会議 平成３０年１１月７日（水） 鳥取県庁 

（２）出席者 県関係課、県教育委員会関係課 

 



 （３）主な議題 

    専門職大学検討に至る経緯、関連情報、調査報告等による関係課間での情報共有、意見交換 

    記事になった構想案について 

 

 

 

（※１）平成３０年度第１回鳥取県介護人材確保対策協議会の枠組みにて開催 

（※２）平成３０年度第１回保育人材の確保に関する会議の枠組みにて開催 

（※３）平成３０年度第２回保育人材の確保に関する会議の枠組みにて開催 

（※４）平成３０年度第２回鳥取県建設分野担い手確保・育成連携協議会の枠組みにて開催 

 


